
 ●
 み
な
さ
ま
の
応
援
で
滋
賀
を
元
気
に
！
 

　
滋
賀
応
援
基
金
条
例
が
昨
年
度
に
制
定
さ
れ
、
外

来
生
物
の
駆
除
や
、
学
習
船
う
み
の
こ
体
験
学
習
な

ど
、
滋
賀
県
の
様
々
な
事
業
に
寄
附
金
が
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
文
化
振
興
に
お
い

て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
優
れ
た
舞
台
芸
術
に
触
れ
る

「
ホ
ー
ル
の
子
」
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
さ
ら
に
よ
い
事
業
と
な
る
よ
う
皆
様
の
寄
附
に

よ
る
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
 

◇
申
込
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
(「
ふ
る
さ
と
チ

ョ
イ
ス
　
滋
賀
県
」で
検
索
)も
し
く
は
寄
附
申
込

書
に
よ
る
。
 

◇
問
合
せ
先
：
滋
賀
県
総
合
企
画
部
企
画
調
整
課
 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
７
・
５
２
８
・
３
３
１
３
）
 

●
美
の
糸
口
-ア
ー
ト
に
ど
ぼ
ん
！
２
０
１
９
 

　
親
子
で
ア
ー
ト
の
新
た
な
楽
し
み
方
や
、
「
美
の

滋
賀
」
の
魅
力
を
五
感
で
体
感
で
き
る
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
「
美
の
糸
口
ー
ア
ー
ト
に
ど
ぼ
ん
！
２

０
１
９
」
を
、
今
年
は
近
江
八
幡
市
を
舞
台
に
開
催

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
 

◇
日
時
：
令
和
元
年
10
月
14
日
(月
・
祝
) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
 

◇
会
場
：
近
江
八
幡
市
内
(ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
、
か

わ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
奥
村
家
住
宅
) 

※
会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

◇
入
場
料
：
無
料
(一
部
要
材
料
費
) 

◇
問
合
せ
先
：
 

（
公
財
）
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
　
地
域
創
造
部
 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
７
・
５
２
３
・
７
１
４
６
）
 

●
三
井
住
友
海
上
文
化
財
団
 

と
き
め
く
ひ
と
と
き
　
第
８
５
５
回
 

〜
ト
ル
ヴ
ェ
ー
ル
・
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
(サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
) 

　
　
　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
小
柳
美
奈
子
 

　
世
界
最
高
峰
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
団
「
ト
ル

ヴ
ェ
ー
ル
・
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
」
。
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
新
世
界
を
お
届
け
し
ま
す
。 

◇
日
時
：
令
和
元
年
12
月
15
日
(日
) 

　
　
　
　
開
場
午
後
１
時
30
分
　
開
演
午
後
２
時
 

◇
会
場
：
浅
井
文
化
ホ
ー
ル
(長
浜
市
) 

◇
入
場
料
：
 

【
前
売
り
】
一
般
１
，０
０
０
円
　
高
校
生
以
下
５
０
０
円
 

【
当
　
日
】
一
般
１
，２
０
０
円
　
高
校
生
以
下
７
０
０
円
 

◇
主
催
：
長
浜
市
、長
浜
市
民
芸
術
文
化
創
造
協
会
、

浅
井
文
化
ホ
ー
ル
、
(公
財
)三
井
住
友
海
上
文
化

財
団
、
滋
賀
県
 

◇
問
合
せ
先
：
浅
井
文
化
ホ
ー
ル
 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
４
９
・
７
４
・
４
０
０
０
）
 

※
本
コ
ン
サ
ー
ト
は
(公
財
)三
井
住
友
海
上
文
化

財
団
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金
に
設
定
し
て
い

ま
す
。
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滋賀県の文化

滋
賀
県
文
化
情
報
 

『
え
ん
む
す
び
』

●
 滋
賀
近
美
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
V
o
l.２
《
シ
ン
ビ
オ
シ
ス
》
展
を
開
催

　リニューアル整備のため現在長期休館
中の滋賀県立近代美術館では、昨年度か
ら県内様々な場所で、滋賀ゆかりの若手
作家による新作を中心とした企画展「滋
賀近美アートスポットプロジェクト」を
実施しています。第２回となる今年は、高
島市安曇川町泰山寺野を会場に、石黒健
一、井上唯、藤永覚耶の３名が展示をしま
す。皆様のご来場をお待ちしております。  
◇会期：令和元年9月21日(土)～10月
20日（日） 10時～17時 会期中無休   
◇メイン会場：田中邸長屋および周辺
エリア（滋賀県高島市安曇川町田中
4915） 
　サブ会場：山里暮らし交房風結いお
よび周辺エリア（滋賀県高島市安曇川
町中野795-3） 
◇主催：滋賀県立近代美術館 
　協力：エーゼロ株式会社、田中文志 
　後援：高島市、高島市教育委員会

藤永覚耶《Transit[stone]》２０１８　 
画像提供：Gallery PARC　撮影：麥生田兵吾
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 ●
 
映
像
で
滋
賀
に
、時
代
に
、人
に
出
会
う
 

　
　
お
う
み
映
像
ラ
ボ
　
代
　
表
　
長
岡
野
亜
 

　
広
　
報
　
大
藤
寛
子
 

 ２
０
１
４
年
よ
り
、
個
人
や
公
共
施
設
な
ど
が
所

有
す
る
映
像
を
上
映
し
、
ゲ
ス
ト
の
お
話
、
参
加
者

の
思
い
や
記
憶
を
共
有
す
る
「
場
づ
く
り
」
と
、
個

人
が
所
有
す
る
映
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
「
発

掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

２
０
１
８
年
は
16
、
８
㍉
フ
ィ
ル
ム
映
像
上
映
会

at
草
津
 「
あ
の
と
き
あ
の
場
所
、
私
の
く
ら
し
〜
昭

和
10
年
代
を
中
心
に
〜
」を
開
催
。上
映
作
品
は
、昭

和
12
年
、
満
州
で
戦
死
さ
れ
た
若
者
に
関
わ
る
映
像

で
、
出
兵
風
景
、
満
州
鉄
道
、
遺
骨
に
よ
る
帰
還
、
草

津
・
志
津
小
学
校
で
の
村
葬
を
ま
と
め
た
も
の
と
、

昭
和
10
年
代
に
旧
小
学
校
教
員
の
方
々
が
研
究
会

発
表
用
に
撮
影
・
編
集
さ
れ
た
映
像
で
、
子
供
た
ち

の
生
活
と
学
校
行
事
、
国
に
役
立
つ
人
と
な
る
よ
う

強
く
意
識
さ
せ
る
当
時
の
教
育
方
針
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
50
年
代
の
映
像
も
上
映
し
、
会
場

の
皆
さ
ん
と
昭
和
10
年
代
と
50
年
代
の
滋
賀
の
様

子
や
世
の
中
の
空
気
、
フ
ィ
ル
ム
の
歴
史
や
現
状
に

思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。
ま
た
活
動
報
告
書
「
瓦
版
」

を
制
作
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

今
秋
は
上
映
会
を
２
地
域
で
開
催
し
ま
す
。
湖
西

で
は
10
月
19
日
(土
)午
後
よ
り
会
場
と
な
る
「
白
湖

（
は
こ
）」
と
の
共
催
で
、
旧
高
島
町
の
民
具
収
集
や

広
報
誌
「
高
島
の
民
俗
」
を
発
刊
さ
れ
て
い
た
、
高

島
文
化
協
会
民
具
ク
ラ
ブ
制
作
の
歴
史
や
技
に
つ

い
て
の
ビ
デ
オ
作
品
ほ
か
江
若
鉄
道
の
映
像
な
ど

を
上
映
。
湖
北
で
は
11
月
10
日
(日
)午
後
に
日
吉
座

に
て
、
木
之
本
町
並
み
研
究
会
と
共
催
で
伊
香
・
虎

姫
・
伊
吹
高
校
の
校
章
、
地
蔵
せ
ん
べ
い
や
余
呉
・

菊
水
飴
の
広
報
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
手
掛
け
た
、
木
之

本
町
出
身
の
美
術
教
師
・
田
辺
宗
一
郎
氏
(１
９
０

９
〜
１
９
９
０
)が
残
し
た
１
０
０
本
余
り
の
８
㍉

フ
ィ
ル
ム
か
ら
数
本
を
上
映
予
定
で
す
。
 

当
時
、
大
変
貴
重
だ
っ
た
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
人

た
ち
が
映
し
た
世
の
中
。
そ
れ
を
私
た
ち
が
目
に
で

き
る
の
は
、
フ
ィ
ル
ム
や
テ
ー
プ
な
ど
を
大
切
に
保

管
さ
れ
て
き
た
個
人
や
収
集
・
整
理
を
行
う
資
料

館
・
博
物
館
・
図
書
館
・
教
育
機
関
な
ど
の
団
体
、技

術
を
開
発
す
る
人
た
ち
の
存
在
が
あ
る
か
ら
で
す
。

８
㍉
フ
ィ
ル
ム
な
ど
は
フ
ィ
ル
ム
の
劣
化
や
映
写

機
の
生
産
中
止
な
ど
で
、
気
軽
に
映
像
を
見
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
映
像
を
修
復
す
る
会
社

も
あ
り
ま
す
の
で
、
処
分
さ
れ
る
前
に
、
私
た
ち
へ

一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

映
像
を
通
じ
て
、生
活
の
風
景
、地
域
の
行
事
、引

き
継
が
れ
て
き
た
技
術
や
知
恵
な
ど
、
当
た
り
前
に

あ
る
も
の
、
無
く
な
り
そ
う
な
も
の
、
消
え
た
も
の

を
再
認
識
し
、
新
た
な
出
会
い
の
お
手
伝
い
が
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

滋賀県の文化

M
ade in S
higa 

 - 身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

近
年
に
実
施
さ
れ
た
『
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業
』
の
中
か
ら

地
域
を
元
気
に
す
る
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

株式会社吉岡映像に
よるフィルムや修復
の解説

活動を伝える「瓦版２０１８」
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1937年にミュンヘンで「退廃芸術展」と
いう展覧会が開催されました。この展覧会で
は、ナチス・ドイツが道徳的・人道的に堕落
しているとして「退廃的」と烙印を押してド
イツ国内の美術館から押収した印象派以降
の近代美術が、「晒し物」として展示されま
した。押収された16000点の作品のうち
4000点以上が最終的には焼却処分される
など、活発に活動していたドイツ近代美術は
致命的な打撃を受けることになります。若い
頃アーティストを志していたヒトラーの近

代美術に対する屈折した感情が伺えます。 
クルト・シュヴィッタース（1887～

1948）は表現主義やダダイズムに影響を
受け、自身が「メルツ」と呼ぶ独自の概念
の下に作品を制作しました。この作品もそ
の一つで、様々な素材を組み合わせるコラ
ージュと呼ばれる手法で作られています。
「退廃芸術」として弾圧され、亡命先で亡
くなったシュヴィッタースですが、彼の作
品は戦後の現代美術にも大きな影響を与え
ています。

滋賀県立近代美術館学芸員　荒井　保洋●晒しものにされた「退廃芸術」

滋賀県の文化

ア
ー
ト
の
み
か
た
 

　
ー
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
品
を
も
と
に
ー

ク
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
ス
「
ｇ
ｃ
」
１
９
２
４
  

新
聞
紙
、
紙
片
、
布
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
　
 滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
蔵
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 ●
オ
ペ
ラ
へ
の
招
待
　
Ｊ
．シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
　
 

オ
ペ
レ
ッ
タ
《
こ
う
も
り
》
公
演
 

　
　
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
事
業
部
　
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
 

　
舘
脇
　
昭
 

 新
年
早
々
、
１
月
10
日
(金
)か
ら
13
日
(月
･祝
)ま
で

の
４
日
間
、
ワ
ル
ツ
王
と
し
て
名
高
い
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
が
作
曲
し
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
《
こ
う
も
り
》

を
中
ホ
ー
ル
で
上
演
し
ま
す
。
 

オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
台
詞
で
物
語
が
進
行
し
、
合
間
に

曲
が
挟
ま
る
形
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
全
曲
が
作
曲
さ

れ
る
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
に
比
べ
る
と
気
軽
に
楽
し
む
こ

と
が
出
来
ま
す
。
も
と
も
と
は
19
世
紀
半
ば
に
パ
リ
で

起
こ
り
、
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
《
天
国
と
地
獄
》
が
大
ヒ

ッ
ト
。こ
の
人
気
が
ウ
ィ
ー
ン
に
飛
び
火
し
て
、ワ
ル
ツ

な
ど
ウ
ィ
ー
ン
な
ら
で
は
の
音
楽
を
盛
り
込
ん
だ
「
ウ

ィ
ン
ナ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
作
り
出

さ
れ
ま
し
た
。
 

ス
ッ
ペ
、
カ
ー
ル
マ
ン
、
レ
ハ
ー
ル
等
が
優
れ
た
作

品
を
遺
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
《
こ
う
も

り
》は
別
格
で
、オ
ペ
ラ
の
殿
堂
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場

で
唯
一
上
演
を
許
さ
れ
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
、
ず
ば
抜
け

た
人
気
を
誇
る
最
高
傑
作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

物
語
が
大
晦
日
の
晩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
愉
快
な

復
讐
劇
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、毎
年
12
月
か
ら
１
月
頃
に

か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
は
じ
め
ド
イ
ツ
語
圏
の
主

要
な
歌
劇
場
で
数
多
く
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
公
演
で
は
、
森
谷
真
理
（
ロ
ザ
リ
ン
デ
）
、
黒

田
 博
（
フ
ァ
ル
ケ
）
、
山
下
浩
司
（
フ
ァ
ル
ケ
）
と
い

っ
た
全
国
で
活
躍
す
る
豪
華
な
歌
手
を
客
演
に
迎
え
、

声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
現
役
メ
ン
バ
ー
に
Ｏ
Ｂ
も
加

え
、
魅
力
あ
る
キ
ャ
ス
ト
で
臨
み

ま
す
。
〈
オ
ペ
ラ
へ
の
招
待
〉
シ

リ
ー
ズ
は
、
上
演
前
に
演
出
家
の

分
か
り
易
い
解
説
が
あ
り
、
加
え

て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
演
出
、
そ

し
て
今
回
は
日
本
語
に
よ
る
上

演
に
日
本
語
字
幕
が
付
き
ま
す

の
で
、
初
め
て
オ
ペ
ラ
を
見
る
と
い
う
方
も
安
心
し
て

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
 

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

●
新
成
人
を
迎
え
る
方
向
け
 

特
別
企
画
の
ご
案
内
 

び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
は
、
新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方

の
お
祝
い
と
し
て
、
今
回
の
《
こ
う
も
り
》
公
演
の
舞

台
セ
ッ
ト
の
前
で
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
記

念
撮
影
を
行
い
ま
す
。
お
一
人
で
も
団
体
で
も
可
能

で
す
。
思
い
思
い
の
衣
裳
で
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
お

祝
い
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
オ
ペ
ラ
の
上
演
直
前

や
直
後
の
舞
台
上
で
の
記
念
写
真
撮
影
は
、
極
め
て

特
別
な
機
会
で
す
。
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。新
成
人
に
加
え
て
、

昔
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
も
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
び
わ
湖
ホ
ー
ル
公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オペラへの招待  J.シュトラウス作曲　
オペレッタ≪こうもり≫ 

 

 
日　時　2020年1月10日(金)、11日(土)、 
　　　　12日(日)、13日(月･祝) 
　　　　全日 14:00 開演 
会　場　びわ湖ホール中ホール 
指　揮　秋山和慶 
演　出　中村敬一 
出　演　森谷真理、黒田 博、山下浩司、 
　　　　八木寿子、二塚直紀、清水徹太郎、 
　　　　林 隆史 
　　　　びわ湖ホール声楽アンサンブル 
管弦楽　日本センチュリー交響楽団 
チケット　一般：5000円、 
　　　　青少年(25歳未満)：2000円、 
　　　　シアターメイツ：1000円 
　　　　全席指定／好評発売中

ロ
ザ
リ
ン
デ
：
森
谷
真
理
 

指揮：秋山和慶

ファルケ：黒田　博


